
JP 2006-501252 A5 2006.10.26

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 18年 10月 26日 (2006.10.26)
　
【 公 表 番 号 】 特 表 2006-501252(P2006-501252A)
【 公 表 日 】 平 成 18年 1月 12日 (2006.1.12)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2006-002
【 出 願 番 号 】 特 願 2004-533066(P2004-533066)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ａ ６ １ ＫＡ ６ １ ＫＡ ６ １ ＫＡ ６ １ ＫＡ ６ １ ＫＡ ６ １ ＫＡ ６ １ ＫＡ ６ １ Ｋ   31/353    (2006.01)  31/353    (2006.01)  31/353    (2006.01)  31/353    (2006.01)  31/353    (2006.01)  31/353    (2006.01)  31/353    (2006.01)  31/353    (2006.01)
                        Ａ ６ １ ＫＡ ６ １ ＫＡ ６ １ ＫＡ ６ １ ＫＡ ６ １ ＫＡ ６ １ ＫＡ ６ １ ＫＡ ６ １ Ｋ    8/49     (2006.01)   8/49     (2006.01)   8/49     (2006.01)   8/49     (2006.01)   8/49     (2006.01)   8/49     (2006.01)   8/49     (2006.01)   8/49     (2006.01)
                        Ａ ６ １ ＫＡ ６ １ ＫＡ ６ １ ＫＡ ６ １ ＫＡ ６ １ ＫＡ ６ １ ＫＡ ６ １ ＫＡ ６ １ Ｋ    8/00     (2006.01)   8/00     (2006.01)   8/00     (2006.01)   8/00     (2006.01)   8/00     (2006.01)   8/00     (2006.01)   8/00     (2006.01)   8/00     (2006.01)
                        Ａ ６ １ ＱＡ ６ １ ＱＡ ６ １ ＱＡ ６ １ ＱＡ ６ １ ＱＡ ６ １ ＱＡ ６ １ ＱＡ ６ １ Ｑ    1/12     (2006.01)   1/12     (2006.01)   1/12     (2006.01)   1/12     (2006.01)   1/12     (2006.01)   1/12     (2006.01)   1/12     (2006.01)   1/12     (2006.01)
                        Ａ ６ １ ＱＡ ６ １ ＱＡ ６ １ ＱＡ ６ １ ＱＡ ６ １ ＱＡ ６ １ ＱＡ ６ １ ＱＡ ６ １ Ｑ   17/04     (2006.01)  17/04     (2006.01)  17/04     (2006.01)  17/04     (2006.01)  17/04     (2006.01)  17/04     (2006.01)  17/04     (2006.01)  17/04     (2006.01)
                        Ａ ６ １ ＰＡ ６ １ ＰＡ ６ １ ＰＡ ６ １ ＰＡ ６ １ ＰＡ ６ １ ＰＡ ６ １ ＰＡ ６ １ Ｐ   17/16     (2006.01)  17/16     (2006.01)  17/16     (2006.01)  17/16     (2006.01)  17/16     (2006.01)  17/16     (2006.01)  17/16     (2006.01)  17/16     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ａ ６ １ Ｋ   31/353         
   Ａ ６ １ Ｋ    7/00          Ｄ
   Ａ ６ １ Ｋ    7/035         
   Ａ ６ １ Ｋ    7/42          
   Ａ ６ １ Ｐ   17/16          
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 5日 (2006.9.5)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　

方 法 で あ っ て 、 式 （
Ｉ Ｉ ） ：
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
［ 式 中
　 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｒ ３ お よ び Ｒ ４ は 独 立 し て 水 素 、 ヒ ド ロ キ シ 、 Ｏ Ｒ ９ 、 Ｏ Ｃ （ Ｏ ） Ｒ １ ０

、 Ｏ Ｓ （ Ｏ ） Ｒ １ ０ 、 Ｃ Ｈ Ｏ 、 Ｃ （ Ｏ ） Ｒ １ ０ 、 Ｃ Ｏ Ｏ Ｈ 、 Ｃ Ｏ ２ Ｒ １ ０ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｒ １ １

Ｒ １ ２ 、 ア ル キ ル 、 ハ ロ ア ル キ ル 、 ア リ ー ル ア ル キ ル 、 ア ル ケ ニ ル 、 ア ル キ ニ ル 、 ア リ ー
ル 、 ヘ テ ロ ア リ ー ル 、 ア ル キ ル ア リ ー ル 、 ア ル コ キ シ ア リ ー ル 、 チ オ 、 ア ル キ ル チ オ 、 ア
ミ ノ 、 ア ル キ ル ア ミ ノ 、 ジ ア ル キ ル ア ミ ノ 、 ニ ト ロ ま た は ハ ロ で あ る か 、 あ る い は
　 Ｒ ３ お よ び Ｒ ４ は 上 記 し た と お り で あ り 、 Ｒ １ お よ び Ｒ ２ は そ れ ら の 結 合 す る 炭 素 原 子

皮 膚 に お け る Ｕ Ｖ 誘 発 性 Ｄ Ｎ Ａ 変 異 原 性 ダ メ ー ジ の 修 復 を 促 進 し 、 お よ び ／ ま た は 皮 膚
に お け る Ｕ Ｖ 誘 発 性 Ｄ Ｎ Ａ 変 異 原 性 ダ メ ー ジ に 対 す る 防 御 を 強 化 す る



と 一 緒 に な っ て
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
か ら 選 択 さ れ る ５ 員 環 を 形 成 す る か 、
　 Ｒ １ お よ び Ｒ ４ は 上 記 し た と お り で あ り 、 Ｒ ２ お よ び Ｒ ３ は そ れ ら の 結 合 す る 炭 素 原 子
と 一 緒 に な っ て
【 化 ３ 】
　
　
　
　
か ら 選 択 さ れ る ５ 員 環 を 形 成 す る か 、 ま た は
　 Ｒ １ お よ び Ｒ ２ は 上 記 し た と お り で あ り 、 Ｒ ３ お よ び Ｒ ４ は そ れ ら の 結 合 す る 炭 素 原 子
と 一 緒 に な っ て
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
か ら 選 択 さ れ る ５ 員 環 を 形 成 し 、
　 Ｒ ５ 、 Ｒ ６ お よ び Ｒ ７ は 独 立 し て 水 素 、 ヒ ド ロ キ シ 、 Ｏ Ｒ ９ 、 Ｏ Ｃ （ Ｏ ） Ｒ １ ０ 、 Ｏ Ｓ
（ Ｏ ） Ｒ １ ０ 、 Ｃ Ｈ Ｏ 、 Ｃ （ Ｏ ） Ｒ １ ０ 、 Ｃ Ｏ Ｏ Ｈ 、 Ｃ Ｏ ２ Ｒ １ ０ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｒ １ １ Ｒ １ ２

、 ア ル キ ル 、 ハ ロ ア ル キ ル 、 ア リ ー ル ア ル キ ル 、 ア ル ケ ニ ル 、 ア ル キ ニ ル 、 ア リ ー ル 、 ヘ
テ ロ ア リ ー ル 、 チ オ 、 ア ル キ ル チ オ 、 ア ミ ノ 、 ア ル キ ル ア ミ ノ 、 ジ ア ル キ ル ア ミ ノ 、 ニ ト
ロ ま た は ハ ロ で あ り 、
　 Ｒ ８ は 水 素 、 ヒ ド ロ キ シ 、 ア ル キ ル 、 ア リ ー ル 、 ア ミ ノ 、 チ オ 、 Ｎ Ｒ １ １ Ｒ １ ２ 、 Ｃ Ｏ
Ｎ Ｒ １ １ Ｒ １ ２ 、 Ｃ （ Ｏ ） Ｒ １ ３ （ Ｒ １ ３ は 水 素 、 ア ル キ ル 、 ア リ ー ル 、 ア リ ー ル ア ル キ
ル ま た は ア ミ ノ 酸 で あ る ） ま た は Ｃ Ｏ ２ Ｒ １ ４ （ Ｒ １ ４ は 水 素 、 ア ル キ ル 、 ハ ロ ア ル キ ル
、 ア リ ー ル ま た は ア リ ー ル ア ル キ ル で あ る ） で あ り 、
　 Ｒ ９ は ア ル キ ル 、 ハ ロ ア ル キ ル 、 ア リ ー ル 、 ア リ ー ル ア ル キ ル 、 Ｃ （ Ｏ ） Ｒ １ ３ （ Ｒ １

３ は 上 記 し た と お り で あ る ） ま た は Ｓ ｉ （ Ｒ １ ５ ） ３ （ Ｒ １ ５ は 、 各 々 独 立 し て 、 水 素 、
ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル で あ る ） で あ り 、
　 Ｒ １ ０ は 水 素 、 ア ル キ ル 、 ハ ロ ア ル キ ル 、 ア ミ ノ 、 ア リ ー ル 、 ア リ ー ル ア ル キ ル 、 ア ミ
ノ 酸 、 ア ル キ ル ア ミ ノ ま た は ジ ア ル キ ル ア ミ ノ で あ り 、
　 Ｒ １ １ は 水 素 、 ア ル キ ル 、 ア リ ー ル ア ル キ ル 、 ア ル ケ ニ ル 、 ア リ ー ル 、 ア ミ ノ 酸 、 Ｃ （
Ｏ ） Ｒ １ ３ （ Ｒ １ ３ は 上 記 と 同 じ で あ る ） ま た は Ｃ Ｏ ２ Ｒ １ ４ （ Ｒ １ ４ は 上 記 と 同 じ で あ
る ） で あ り 、
　 Ｒ １ ２ は 水 素 、 ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル で あ る か 、 あ る い は
　 Ｒ １ １ お よ び Ｒ １ ２ は そ れ ら の 結 合 す る 窒 素 と 一 緒 に な っ て ピ ロ リ ジ ニ ル ま た は ピ ペ リ
ジ ニ ル を 形 成 し 、
　 線 図 「 」 は 単 結 合 ま た は 二 重 結 合 、 好 ま し く は 二 重 結 合 を 意 味 し 、
　 Ｔ は 独 立 し て 水 素 、 ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル で あ っ て 、
　 Ｘ は Ｏ 、 Ｎ Ｒ １ ２ ま た は Ｓ 、 好 ま し く は Ｏ で あ る ］
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で 示 さ れ る １ ま た は そ れ 以 上 の 化 合 物 （ そ の 医 薬 上 許 容 さ れ る 塩 お よ び 誘 導 体 を 含 む ） を
皮 膚 科 学 的 に 許 容 さ れ る 担 体 と 混 合 し て 含 有 す る 組 成 物 を 皮 膚 に 局 所 的 に 投 与 す る こ と を
含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 １ ま た は そ れ 以 上 の 式 （ Ｉ Ｉ ） で 示 さ れ る 化 合 物 が エ ク オ ル お よ び デ ヒ ド ロ エ ク オ ル を
含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 皮 膚 癌 の 形 成 を 防 止 す る 方 法 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 皮 膚 癌 が 基 底 細 胞 癌 、 扁 平 上 皮 癌 お よ び 悪 性 黒 色 腫 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 一 ま た は そ れ 以 上 の シ ク ロ ブ タ ン ピ リ ミ ジ ン ダ イ マ ー の 修 復 速 度 の 増 加 、 メ タ ロ チ オ ネ
イ ン の 形 成 の 促 進 お よ び Ｐ ５ ３ 発 現 の 減 少 に よ っ て 、 皮 膚 を Ｕ Ｖ － 誘 発 の 変 異 原 性 ダ メ ー
ジ か ら 保 護 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 Ｕ Ｖ 暴 露 の 前 に 、 間 に お よ び ／ ま た は 後 に 、 組 成 物 を 投 与 す る 、 請 求 項 １ な い し ５ の い
ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 Ｕ Ｖ 暴 露 の 前 に 、 組 成 物 を 投 与 す る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 Ｕ Ｖ 暴 露 の 前 お よ び 後 に 組 成 物 を 投 与 す る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 組 成 物 が ２ ０ マ イ ク ロ モ ル な い し ５ ０ ０ ミ リ モ ル の 式 （ Ｉ Ｉ ） の 化 合 物 を 含 む 、 請 求 項
１ な い し ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 式 （ Ｉ Ｉ ） ：
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
［ 式 中
　 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｒ ３ お よ び Ｒ ４ は 独 立 し て 水 素 、 ヒ ド ロ キ シ 、 Ｏ Ｒ ９ 、 Ｏ Ｃ （ Ｏ ） Ｒ １ ０

、 Ｏ Ｓ （ Ｏ ） Ｒ １ ０ 、 Ｃ Ｈ Ｏ 、 Ｃ （ Ｏ ） Ｒ １ ０ 、 Ｃ Ｏ Ｏ Ｈ 、 Ｃ Ｏ ２ Ｒ １ ０ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｒ １ １

Ｒ １ ２ 、 ア ル キ ル 、 ハ ロ ア ル キ ル 、 ア リ ー ル ア ル キ ル 、 ア ル ケ ニ ル 、 ア ル キ ニ ル 、 ア リ ー
ル 、 ヘ テ ロ ア リ ー ル 、 ア ル キ ル ア リ ー ル 、 ア ル コ キ シ ア リ ー ル 、 チ オ 、 ア ル キ ル チ オ 、 ア
ミ ノ 、 ア ル キ ル ア ミ ノ 、 ジ ア ル キ ル ア ミ ノ 、 ニ ト ロ ま た は ハ ロ で あ る か 、 あ る い は
　 Ｒ ３ お よ び Ｒ ４ は 上 記 し た と お り で あ り 、 Ｒ １ お よ び Ｒ ２ は そ れ ら の 結 合 す る 炭 素 原 子
と 一 緒 に な っ て
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【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
か ら 選 択 さ れ る ５ 員 環 を 形 成 す る か 、
　 Ｒ １ お よ び Ｒ ４ は 上 記 し た と お り で あ り 、 Ｒ ２ お よ び Ｒ ３ は そ れ ら の 結 合 す る 炭 素 原 子
と 一 緒 に な っ て
【 化 ７ 】
　
　
　
　
か ら 選 択 さ れ る ５ 員 環 を 形 成 す る か 、 ま た は
　 Ｒ １ お よ び Ｒ ２ は 上 記 し た と お り で あ り 、 Ｒ ３ お よ び Ｒ ４ は そ れ ら の 結 合 す る 炭 素 原 子
と 一 緒 に な っ て
【 化 ８ 】
　
　
　
　
　
　
か ら 選 択 さ れ る ５ 員 環 を 形 成 し 、
　 Ｒ ５ 、 Ｒ ６ お よ び Ｒ ７ は 独 立 し て 水 素 、 ヒ ド ロ キ シ 、 Ｏ Ｒ ９ 、 Ｏ Ｃ （ Ｏ ） Ｒ １ ０ 、 Ｏ Ｓ
（ Ｏ ） Ｒ １ ０ 、 Ｃ Ｈ Ｏ 、 Ｃ （ Ｏ ） Ｒ １ ０ 、 Ｃ Ｏ Ｏ Ｈ 、 Ｃ Ｏ ２ Ｒ １ ０ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｒ １ １ Ｒ １ ２

、 ア ル キ ル 、 ハ ロ ア ル キ ル 、 ア リ ー ル ア ル キ ル 、 ア ル ケ ニ ル 、 ア ル キ ニ ル 、 ア リ ー ル 、 ヘ
テ ロ ア リ ー ル 、 チ オ 、 ア ル キ ル チ オ 、 ア ミ ノ 、 ア ル キ ル ア ミ ノ 、 ジ ア ル キ ル ア ミ ノ 、 ニ ト
ロ ま た は ハ ロ で あ り 、
　 Ｒ ８ は 水 素 、 ヒ ド ロ キ シ 、 ア ル キ ル 、 ア リ ー ル 、 ア ミ ノ 、 チ オ 、 Ｎ Ｒ １ １ Ｒ １ ２ 、 Ｃ Ｏ
Ｎ Ｒ １ １ Ｒ １ ２ 、 Ｃ （ Ｏ ） Ｒ １ ３ （ Ｒ １ ３ は 水 素 、 ア ル キ ル 、 ア リ ー ル 、 ア リ ー ル ア ル キ
ル ま た は ア ミ ノ 酸 で あ る ） ま た は Ｃ Ｏ ２ Ｒ １ ４ （ Ｒ １ ４ は 水 素 、 ア ル キ ル 、 ハ ロ ア ル キ ル
、 ア リ ー ル ま た は ア リ ー ル ア ル キ ル で あ る ） で あ り 、
　 Ｒ ９ は ア ル キ ル 、 ハ ロ ア ル キ ル 、 ア リ ー ル 、 ア リ ー ル ア ル キ ル 、 Ｃ （ Ｏ ） Ｒ １ ３ （ Ｒ １

３ は 上 記 し た と お り で あ る ） ま た は Ｓ ｉ （ Ｒ １ ５ ） ３ （ Ｒ １ ５ は 、 各 々 独 立 し て 、 水 素 、
ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル で あ る ） で あ り 、
　 Ｒ １ ０ は 水 素 、 ア ル キ ル 、 ハ ロ ア ル キ ル 、 ア ミ ノ 、 ア リ ー ル 、 ア リ ー ル ア ル キ ル 、 ア ミ
ノ 酸 、 ア ル キ ル ア ミ ノ ま た は ジ ア ル キ ル ア ミ ノ で あ り 、
　 Ｒ １ １ は 水 素 、 ア ル キ ル 、 ア リ ー ル ア ル キ ル 、 ア ル ケ ニ ル 、 ア リ ー ル 、 ア ミ ノ 酸 、 Ｃ （
Ｏ ） Ｒ １ ３ （ Ｒ １ ３ は 上 記 と 同 じ で あ る ） ま た は Ｃ Ｏ ２ Ｒ １ ４ （ Ｒ １ ４ は 上 記 と 同 じ で あ
る ） で あ り 、
　 Ｒ １ ２ は 水 素 、 ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル で あ る か 、 あ る い は
　 Ｒ １ １ お よ び Ｒ １ ２ は そ れ ら の 結 合 す る 窒 素 と 一 緒 に な っ て ピ ロ リ ジ ニ ル ま た は ピ ペ リ
ジ ニ ル を 形 成 し 、
　 線 図 「 」 は 単 結 合 ま た は 二 重 結 合 、 好 ま し く は 二 重 結 合 を 意 味 し 、
　 Ｔ は 独 立 し て 水 素 、 ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル で あ っ て 、
　 Ｘ は Ｏ 、 Ｎ Ｒ １ ２ ま た は Ｓ 、 好 ま し く は Ｏ で あ る ］
で 示 さ れ る １ ま た は そ れ 以 上 の 化 合 物 （ そ の 医 薬 上 許 容 さ れ る 塩 お よ び 誘 導 体 を 含 む ） の
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－ － －



皮 膚 科 学 的 に 許 容 さ れ る 担 体 と の 混 合 に お け る 、

た め の 局 所 用 組 成 物 を 製 造 す る た め の 使 用 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 １ ま た は そ れ 以 上 の 式 （ Ｉ Ｉ ） で 示 さ れ る 化 合 物 が エ ク オ ル お よ び デ ヒ ド ロ エ ク オ ル を
含 む 、 請 求 項 １ ０ 載 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 皮 膚 癌 の 形 成 を 防 止 す る 方 法 で あ る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 皮 膚 癌 が 基 底 細 胞 癌 、 扁 平 上 皮 癌 お よ び 悪 性 黒 色 腫 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ ２ 記 載 の
使 用 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 一 ま た は そ れ 以 上 の シ ク ロ ブ タ ン ピ リ ミ ジ ン ダ イ マ ー の 修 復 速 度 の 増 加 、 メ タ ロ チ オ ネ
イ ン の 形 成 の 促 進 お よ び ｐ ５ ３ 発 現 の 減 少 に よ っ て 、 皮 膚 を Ｄ Ｎ Ａ 変 異 原 性 ダ メ ー ジ か ら
保 護 す る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 Ｕ Ｖ 暴 露 の 前 に 、 間 に お よ び ／ ま た は 後 に 、 組 成 物 を 投 与 す る 、 請 求 項 １ ０ な い し １ ４
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 Ｕ Ｖ 暴 露 の 前 に 、 組 成 物 を 投 与 す る 、 請 求 項 １ ５ 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 Ｕ Ｖ 暴 露 の 前 お よ び 後 に 組 成 物 を 投 与 す る 、 請 求 項 １ ５ 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 組 成 物 が ２ ０ マ イ ク ロ モ ル な い し ５ ０ ０ ミ リ モ ル の 式 （ Ｉ Ｉ ） の 化 合 物 を 含 む 、 請 求 項
１ ０ な い し １ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 式 （ Ｉ Ｉ ） の 化 合 物 の

た め の 使 用 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 組 成 物 が 化 粧 用 ま た は 日 焼 け 防 止 用 組 成 物 を 含 む 、 請 求 項 １ な い し ９ の い ず れ か 一 項 に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 組 成 物 が 化 粧 用 ま た は 日 焼 け 防 止 用 組 成 物 を 含 む 、 請 求 項 １ ０ な い し １ ９ の い ず れ か 一
項 に 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 上 記 し た 式 （ Ｉ Ｉ ） の １ ま た は そ れ 以 上 の 化 合 物 を 皮 膚 的 に 許 容 さ れ る 担 体 ま た は 賦 形
剤 と 一 緒 に 含 む 、 化 粧 用 ま た は 日 焼 け 防 止 用 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 メ イ ク ア ッ プ ま た は フ ァ ウ ン デ ー シ ョ ン 組 成 物 を 含 む 、 請 求 項 ２ ２ 記 載 の 化 粧 用 組 成 物
。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 度 、 出 願 人 は 、 本 発 明 の 化 合 物 が 、 皮 膚 に 塗 布 さ れ た 場 合 に 、 皮 膚 、 特 に 放 射 線 照
射 さ れ た 皮 膚 の 基 底 層 に て メ タ ロ チ オ ネ イ ン の 産 生 向 上 を も た ら す こ と を 見 出 し た 。
　 上 記 し た よ う に 、 メ タ ロ チ オ ネ イ ン は Ｕ Ｖ 暴 露 に 付 さ れ た 皮 膚 の Ｄ Ｎ Ａ 変 異 原 性 ダ メ ー

(5) JP 2006-501252 A5 2006.10.26

皮 膚 で の Ｕ Ｖ 誘 発 性 Ｄ Ｎ Ａ 変 異 原 性 ダ メ
ー ジ の 修 復 を 促 進 し 、 お よ び ／ ま た は 皮 膚 で の Ｕ Ｖ 誘 発 性 Ｄ Ｎ Ａ 変 異 原 性 ダ メ ー ジ に 対 す
る 防 御 を 強 化 す る

皮 膚 に お け る Ｕ Ｖ 誘 発 性 Ｄ Ｎ Ａ 変 異 原 性 ダ メ ー ジ の 修 復 を 促 進 し
、 お よ び ／ ま た は 皮 膚 に お け る Ｕ Ｖ 誘 発 性 Ｄ Ｎ Ａ 変 異 原 性 ダ メ ー ジ に 対 す る 防 御 を 強 化 す
る



ジ の 修 復 に 影 響 を 及 ぼ し て そ の 修 復 を 容 易 に
す る 。

　 本 発 明 に よ れ ば 、 エ ク オ ル 、 デ ヒ ド ロ エ ク オ ル 、 イ ソ フ ラ ブ － ３ － エ ン お よ び イ ソ フ ラ
バ ン 構 造 物 の 、 Ｕ Ｖ 暴 露 に 伴 う Ｄ Ｎ Ａ 変 異 原 性 ダ メ ー ジ か ら 皮 膚 を 保 護 す る た め の 使 用 が
提 供 さ れ る 。
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し 、 お よ び ／ ま た は 皮 膚 に お け る Ｕ Ｖ 誘 発 性
Ｄ Ｎ Ａ 変 異 原 性 ダ メ ー ジ に 対 す る 防 御 を 強 化
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